
3月市練会に「市当局による髄糾＼冊子』発行、市内全戸への軌を陳情

南相馬市のr憲法・小冊子牒再発行・全戸配布」が謹仇られ手し・
■市内の4つの「九条の会」（はらまち・鹿島・小高・相双教職員九条の会）では、2月16日、南相馬
市議会に市当局が用憲法・小冊子』を再発行し、南相馬市全戸に配布するよう求める陳情書」を提出し
ました。■4月15日に市議会総務委員会から陳情の趣旨説明を問われ、はらまち九条の会から平田
会長、小高九条の会から志賀勝明、鹿島九条の会から柴田次男、相双教職員九条の会から浜名紘隆さ
んが出席。9時から約1時間の説明で、陳情は採択され、6月議会で確定の見通しとなりました。
■これは1971（昭和46）年、山田貢市長時代に『意法り」l冊子』を発行・当時の原町市の全戸に
配布した以来のことで、現政権により憲法改定が行われようとしている時、全国でも稀な、歴史的
なことです。『大文字で読み仮名のついた、読みやすい『憲法・小冊子』がいいですね。
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憲法アンケート、本の販売、　　　 、横幕シ「ル配布などで震わいました！

05月3日憲法記念日にr集団的自衛権のチラシ」を市内新聞に折り込みます。
・南相馬市原町区・鹿島区で配布の全新聞約12，000部に折り込みます。ご覧ください。

05月3日の全国紙のr市民意見広告」にr
・小さい文字で載っていますので、虫メガネで見つけてください。

」も協賛応募します。
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なかにし礼（なかにしれい）

○なかにし礼さんは、こ存知のように作詞家として作品は約4千。この詩を掲載した詩集F平和の申し子たち

へ＝ま昨年11月、毎日新聞社から発売、￥11m「さあみんな逃げるんだ」など12の平和の詩は必読です。

○また、作家生活∝）周年記念アルバムCDFなかにし礼と12人の女匪たち』も今、議虹なっています。


